『初雪のふる日　②』　　　（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　）
１場面
女の子の気持ち　つまらなそう→うつむいているから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

楽しそう→ゴムまりみたいに弾んでいると書いてあるから。　　　　　　　　店のおばあさんに得意そうに笑っているから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２場面
周りの情景（天気・色）　ホロホロと雪がふり始めました、顔を真っ赤にして、粉雪、空はどんより暗くなり、風も冷たくなりました、雪はだんだんはげしくふりはじめ、ふぶきになるは、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女の子の気持ち　怖い、どうしよう、→そこまでの危機感がない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３場面
おばあさんの話を思い出した、女の子はどのような気持ちになりましたか。
「大変だ」　怖い　帰って来られなくなっちゃう　理由　もう帰ってこられなくなるから。うさぎといっしょに、世界の果てまでとんでいって、最後には小さい雪のかたまりになってしまうから。　　　　　　　　　　　
４・５場面
女の子は助けるためにどうしようとしましたか。
（よもぎの）おまじないを唱えようとした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
それができなかったのはどうしてですか
うさぎの歌声が、どんどん大きくなりふさいだ指のすき間からつむじ風のように入りこんでくるから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
どうしてもうさぎの歌につりこまれてしまうから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６場面
「うさぎの白は、春の色…」の歌を歌った後、周りの情景はどうなりましたか。
花のにおい・小鳥の声・あたたかい春の日・女の子の体は、だんだん温かくなり、ほほはほんのりばら色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
女の子の気持ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７場面
どうして一人の年よりは、「この子は、きっと、白うさぎにさらわれそうになったのだ。」と言ったのだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

めあて　女の子の気持ちの変化を、場面の様子や言葉に着目してとらえよう。





振り返り　今日の授業で学んだことや友達の意見を聞いて思ったことを中心に書こう








